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以下の問に答えよ．

(1) 次の方程式の整数解をすべて求めよ．

20x+ 23y = 1

(2) 461m − 24が 232 の倍数になる正の整数mをすべて求めよ．

(23 群馬大 医 2)

【答】

(1) (x, y) = (−8 + 23k, 7− 20k) (k は整数)

(2) m = −8 + 23k (k は正の整数)

【解答】

(1) 20x+ 23y = 1 …… 1⃝ 1 23 20 6
20 18

1 3 2 2
2 2

1 0

20と 23で互除法の計算を行うと

23 = 20 · 1 + 3

20 = 3 · 6 + 2

3 = 2 · 1 + 1

であり，逆に辿ると

1 = 3− 2 · 1
= 3− (20− 3 · 6) · 1
= 3 · 7− 20

= (23− 20 · 1) · 7− 20

= 20 · (−8) + 23 · 7

となる．すなわち，x = −8, y = 7 は 1⃝の整数解の 1つである．

20 · (−8) + 23 · 7 = 1 …… 2⃝
1⃝− 2⃝より

20(x+ 8) + 23(y − 7) = 0

20(x+ 8) = −23(y − 7) …… 3⃝

20と 23は互いに素であるから，x+ 8 は 23の倍数であり，k を整数として

x+ 8 = 23k

と表すことができる．このとき 3⃝は

20 · 23k = −23(y − 7)

∴ y − 7 = −20k

したがって， 1⃝を満たす整数解は

(x, y) = (−8 + 23k, 7 − 20k) (kは整数) ……（答）

である．
(2) 461m − 24を 232 で割ることを考える．

461m − 24 = (23× 20 + 1)m − (23 + 1)

=
m∑

k=0
mCk(23× 20)k − 23− 1 (∵ 二項定理)
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m = 1のとき

4611 − 24 = (1 + 23× 20)− 23− 1 = 23× 19

より，4611 − 24は 232 の倍数ではない．したがって，m ≧ 2である．このとき

461m − 24 = 1 +m · (23× 20) +
m∑

k=2
mCk(23× 20)k − 23− 1 (∵ m ≧ 2)

= 232
m∑

k=2
mCk · 23k−2 · 20k + (20m− 1) · 23

したがって，461m − 24が 232 の倍数になる条件は

「mがm ≧ 2 かつ 20m− 1 が 23の倍数である」

ことである．20m− 1 = 23l，すなわち 20m− 23l = 1 となる自然数 l が存在するためのm
の条件は，(1)より

m = −8 + 23k (k は整数)

であるから，m ≧ 2にも注意すると，求める正の整数mのすべては

m = −8 + 23k (kは正の整数) ……（答）

である．


